
事業概要説明シート
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平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容 金　　　額

講演、産学公連携の事例発表等。 0

その他

一般財源 811 1,214 800

府支出金

受益者負担
(使用料等)

財源内訳

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

国庫支出金

800

直接経費(B)

総事業費(A+B) 811 1,214 800

0.1

0

0

人件費計(A) 811 1,214

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

類似事業 -

事業の必要性
講演、事例発表を通じて事業者の技術革新・経営革新を啓発するとともに産学公の連携を促し、市内産業
の活性化、引いては市内経済全体の活性化に繋げるために必要である。

コ　　ス　　ト

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

目　　　的
（何のために）

地域の企業、大学、産業支援機関等の連携による技術革新・経営革新を通して、市内経済の活性化を図
る。

対　　　象
（誰・何を対象に）

市内産業の活性化に寄与する事業者及び大学、産業支援機関

事業内容

地域活性化支援センターの委託業務メニューの一つとして地域の企業、大学、産業支援機関等の連携によ
る技術革新・経営革新を促し、市内経済の活性化を図るため、毎年テーマを定めて産学公連携フォーラム
を開催。
平成23年度フォーラムのテーマ：産学公連携による医療・福祉分野への挑戦
基調講演：「日本企業が世界市場で負け続けている要因は」　講師　西口泰夫氏（元京セラ㈱社長）

根拠法令 決裁

実施方法
□直営

■委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：北大阪商工会議所
）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業番号　30623

事務事業名 産学公連携フォーラム開催事業

事業開始年度 平成17年度 担当部署 地域振興部産業振興課
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単位

① 人

②

③

① 円

②

③

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

事業者にとって異業種連携やニュービジネスへの発展など有益な講演や事例
を聴ける貴重な場であり、今後も継続して実施する。
内容については、多くの事業者にとって技術革新、経営革新のヒントとなるよう
検討を進める。

特記事項

・地域活性化支援センター運営業務の一環として実施。
・アンケート結果については「参考になった」など概ね好評であったので、参加者には一定の満足をいただ
いたとの認識ではあるが、これからも同様に多くの事業者にとって経営の安定と発展に寄与できるよう努め
る。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続 今後も地域活性化支援センター事業の一環として、継続して実施する。

一次評価結果 事業効果の検証の必要があるのでは

成果目標
（目標とする成果）

産学公の連携による事業者の技術革新、経営革新の啓発に繋がるよう講演・事例発表の内容の充実を図っ
ていく。

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

-

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費/参加人数 6,097 11,901 8,000

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

参加人数 133 102 100

事務事業番号　30623

事務事業名 産学公連携フォーラム開催事業

事業開始年度 平成17年度 担当部署 地域振興部産業振興課


